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新
た
な
年
を
迎
え
て

理
事
長

昨
年
は
皆
さ
ま
の
協
力
を
得

て
、
滞

・

り
な
く
移
送
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
行
う

¨

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
△
フ
年

も
引
き

＝

続
き

「
安
全

で
安
心
し

て
利
用

で
き

蔽

ろ
移
送
サ
ー
ビ

ス
」
を
目
指
し

て
ま

一

い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討

現
在
、
わ
が
国
で
は
あ
ち
こ
ち
で

い

地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

¨

の
活
動
に
お
い
て
は
、
い
つ
地
震
Ｅ

岬

直
面
す
る
か
わ
が
り
ま
せ
ん
。
会
で

，

は
、
地
震
等

の
災
害
に
備
え
る
た
め

け

防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル

（災
害
と
移
動
困

「

難
者
に
つ
い
て
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
大
地
震
発
生
時
、
私
た
ち
は
ど

の

，

よ
う
な
活
動
を
す
れ
ば
よ

い
か
」
、　
ベ

ま
た

「
運
転
中

に
大
地
震
が
起

こ

っ

一

た
ら
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
」
等
、

「

△
フ
年

は
会
と
し

て
改

め
て
者
え

る
必

，

要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
一

こ
れ
か
ら
も
町
田
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
「

ブ
友
の
会
は
活
動
を
行
い
な
が
ら
、　
」

「
福
祉
の
ま
ち
つ
く
り
の
推
進
」
を

い

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

師一１

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

日

願
い
し
ま
す
。

石
井
　
曇早
夫

口
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町日ハンディキャブ友の会のホームページ  URL httpsi//handycab.org/

〒 194-0013 東京都町田市原町田4-24-6
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活

動

報

告

◎
ま
ち
カ
フ
エ

ーー
月
２９
日

（土
）
、
第
Ю
回
町
田
市

市
民
協
働

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

「
ま
ち

。・
カ

フ
ェ
ー
」
が
町
田
市
役
所

で
開
催

”　
さ
れ
ま
し
た
。

１
４
０
を
越
え
る
団

昴

体
が
参
加
す

る
、
町
田
最
大
規
模

の

●

イ
ベ

ン
ト
で
す
。

¨
　

町
田
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
友
の
会
も
、

一

車
い
ず
対
応
の
リ
フ
ト
カ
ー
の
展
示

「
お
よ
び
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。
併

ｈ
　
せ
て
、
当
会
の
活
動
の
紹
介
、
運
転

吼　
手
の
募
集
案
内
を
行
な
い
ま
し
た
。

会
場

で
は
多
く
の
方
に
車

い
ず
に

乗

っ
た
状
態

で
、
リ
フ
ト

の
昇
降
を

体
験
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
競

技
用
車

い
ず

の
試
乗
体
験
も
行

い
ま

し
た
。
競
技
用
車

い
す
は
操
縦
性
が

高
＜
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

で
順

番
待
ち
が
出

る
ほ
ど

で
し
た
。
ゼ
ル

ビ

ー
く
ん
や
ま
ち
だ
ガ
ー
ル
要
フ

ワ

イ

ア
の
メ

ン
バ
ー
の
方
た
ち
も
試
乗

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

◎
車
い
ず
で
冒
険
―

原
町
田
七
福
神
め
ぐ
り

１２
月
６
日

（土
）
、
小
学
生

の
親

子
を
対
象
と
し
た

「
車
い
す
で
冒
険
―

原
町
田
七
福
神

め
ぐ
り
」
を
町
田
ハ

ン
デ

ィ
キ
ャ
ブ
友

の
会
主
催
、
町
田

市
役
所
福
祉
総
務
課
協
力

の
下
、
行

な

い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
事
業

は

「
ま
ち
カ
フ
ェ
」
お
よ
び

「
ま
ち
だ

地
域
ま

る
ご

と
キ

ャ

ン
パ

ス
事
業
」

の

一
環
と
な

っ
て
お
り
、
町
田
市
地

域
活
動
サ
ポ

ー
ト
オ
フ
ィ
ス
の
方
や

事
業

に
参
加
し

て
い
る
大
挙
生

の
葛

な
ど
、
多
＜

の
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
の
万

に
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
６
組

１８
名

の
参
加
者

は

ま
ず
、
せ
り
が

や
会
館

で
オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
車

い
す

の
操
作

講
習
を
行
な

い
ま
し
た
。
初

め
て
車

い
す

の
操
作
を
す

る
方
も
多
く
、
注

意
点
や

コ
ツ
な
ど
を
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

七
福
神
め
く
り
を
終
え
た
参
加
者

は
、
制
限
時
間
内
に
せ
り
が

や
会
館

へ
戻
り
、

ひ
と
息

つ
い

●
一後
、
福
祉

総
務
課

の
職
員
か
ら
、

「
芯

の
パ

リ

ア
フ
リ
ー
」

に
つ
い
て
学
ひ
ま
し
た
。

実
際
に
車

い
ず
を
体
験

）
た
後
に
学

ん
だ

こ
と

で
、
よ
り
い

「一そ
う

「
心

の
パ
リ
ア
フ
リ
　

一
へ
の
理
解
が
深

ま

っ
雇
よ
う
に
田
心
い
ま
す
〓

最
後

に
ま
と
め
を
行
な
い
、
各
グ

ル
ー
ブ

な́
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
づ

い
た
こ

と
な
ど
を
発
表
し

て
い

〓
だ
き
ま
し

た
。

「
道
が

で
こ
ぼ
こ
で
走
り
づ
ら

な

っ
た
」

「
少
し

で
も
気
を
抜
く
と

ま

た
、
参
加
者

に
は
参
加
賞

と
し

て
、
参
加
者

の
顔
写
真
入

り

「
特
製

ジ

八
福
神
缶
ハ

ッ
プ
」

と
粗

品
が
渡

さ

一

れ
ま

し
た
。

参
加
者

の
み
な

ら
ず
、
　
ム́

会

と
し

て
も
充
実

し
た

一
日
と
な

り

一

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

町田′ヽンディキャブ友の会のホームベージ

車いすリフト体験

車いす操作請習

車いすの乗って出発 |

多くの気づきがありました

ツマ一

，

　

　

いリ

・
ンヽ
　
ア

生
円
　
い
．

，
　

　

　

ノ

神
　
市

福
　
日

―

、

　

　

ｒ

，

　

町

製特

I p: ,q,.u".i"r' rp ad. | '. ol

せ
り
が
や
会
館

で
の
講
習
を
経
え

た
後

は
、
グ

ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
実

際

Ｅ
車

い
ず
に
乗

っ
た
ま
ま
衝
な
か

に
出
て
、

「原
町
田
七
福
神
め
く
り
」

を
行
な

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
自
由

な

ル
ー
ト

で
七
福
神
が

祀
ら
れ

て
い

る
寺
社
を
巡
り
な
が

ら
、
課
題

（飲

食
店

で
食
事
を
す

る
な
ど
）
に
も
挑

戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

車
い
す
が
な
な
め
に
な

っ
て
し
ま
う
」

「飲
食
店
に
入
る
の
は
大
変
だ

っ
た
」

「
目
線
が
変
わ
り
、
落
ち

て
い
る
ゴ

ミ
が
気

に
な

っ
た
」
な
ど
、
普
段

の

生
活

で
は
気
づ
か
な
か

っ
た
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

一
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「
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年
会
費

の
お
振
込
み

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

岩
城
ミ
ヤ
子
　
　
近
野
　
浩

一

松
下
　
幸
子
　
　
牟
田
　
市
郎

（敬
称
略
）
鈴

木

寿

彦

wIEl,\ri a +.yJEa+o,lr-/'^-, LIRL ht tps : //handycab. ors/

2024年 5月 |こ初めて利用者さんを送迎し始めた当初、緊張のため、
運転中 |こ利用者さん |こ話しか |すていただいても、まともに受け答え

できなかつたことを思い出します。

あれから、2025年 12月末で 1年8ヶ月が経ち、その間に利用者さ
んを合計578回送迎させていただき、今では、本当 |こ リラックスし
て運転できるようになりました。

合は、話しか |すてくださる利用者さんとの会語がとても楽しいひ

とと剖こなりました。利用者さんと付き添いの方の思わず |まほえん

ります。また、利用者さんからねぎらいやあ礼の言葉をいただいた

ときは、当初から変わらず、本当 |こうれし<目います。
現在、利用者さんの送 lfβはすつかり私の生活の一部

=な
つていま

す。今後も安全・快適 |こあ送りすることを第一 |こ者え、運転ができ

る限り続けていきたいと思っています。

ドライバーのつれづれ

でしまうような会話がEIIこ入つ ′■■ま

森 誠

て<る も心 ち|こな

ナナナ
"け
ナナ シリーズ。ことば ナナナナ1けナナ

遺 してお くべきもの

Nabe。

はじめてその書物に触れ、はじめてその文字の連な りを目で追 った時に受けた稲妻のよう

な衝撃が、半世紀の歳月を経た今でも尚、色あせずに=や
かに残 っている。先人には無断の

拝借になるが、どうしてもその一節をこの稿に残 しておきたい。

ノ、、生には匂いがあり、味もある。その時々によって、 うっとりするようないい

香 りであった り、湿気を合んだカビのような匂いであった りする。そ して甘い味

が した り苦い味が した りする。その時に気が付っヽなければなうない。人生がどう

いうものであるかを考ぇる場合の方法や順序が全 く狂 っていたこと |こ 先ず気付か

なければなりない。

新 しい手帖を上着の隠 しに入れていると、その最初の夏 |こ、それまでの自分が

書かなかったことを書 こうとして眼が鋭 くな り、耳 もさまざまな音を聴 くように

なる。そ してその音 と視界が結びついてくると更に面白くなる。普段よりも激 し

く意識が集中 していると、感覚は物をそのまま素直に感 じてはいけないような気

分になる。たった一冊の新 しい手帳を持っているために。

枯れてもなおそのままの姿で立っている草の屍は頼れる機会を遂に失って、過

ぎて行った年の衿持をみせ続けている。

早 くたおれて、それから死を待てばよかったという後悔もない。
「不器用な愛――串田孫一」
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◎
運
転
協
力
員
募
集

ド
ラ
イ
バ
ー
の
減
少
に
伴
い
、
運
転

協
力
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
講
習

を
受
け
れ
ば
、
並
白
通
免
許
で
運
転
で

き
ま
す
の
で
、
あ
知
り
合
い
の
万
ヘ

も
あ
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
降
雪
時
の
対
応
に
つ
い
て

降
雪
時
は
、
運
行
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
運
行
の
休
止
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
電
話

等
で
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

◎
会
費
納
入
の
あ
願
い

町
田
ハ

ン
デ

ィ
キ
ャ
ブ
友

の
会
は
、

皆
様

の
会
費

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
．

△
フ
年
込
み
度
の
会
費
未
納
の
方
は
、
お
振

願
い
ま
す
ｏ

２

０

２

６

年

。

あ

っ
と
い
う
間
の
年
明
け

で
あ

特定非営利活動法人

第一種普通免許

また1ま第二種普通免許

をお持ちの方で、
73歳位までの方
(7励編定年)

・普通免許でも諸習を

受ければ運転が可能です。
・シフト制なので、

空いてる時間に活動できます。
・若千の謝礼があります。

町ロハンディキャブ友の会は、1982年に、身体に障害のあ

る方や、高幹で外出が困難な方たちの外出を支援し、自立促

進と行動範囲の拡大を目的として設立された会員制の NPO
ボランティア団体です。

通院・リハビリはもとより、お買ヽヽ物・お食事・娯楽・文化活

動等々の多岐にわたり外出支援をしてヽ`ます。

私たちと一緒 |こ外出のあ手伝いをしてみませんか
'

《
編
集
後
記
》

光
陰
矢

の
如
し

ス
一
過
ぎ
て
し
ま

っ
た

つ
い
昨
日
を

振
り
な
え

っ
て
み
る
と
、
そ
の
生

涯
の
生
き
ざ
ま
と
共
に
、
心
の
ま

ん
中
に
刻
み
残
し
て
お
き
た
い
幾

つ
も
の
尊
い
い
の
ち
の
灯
が
消
え

て
い

っ
た
。
と
り
わ
け
先

の
お
ろ

が
な
戦
争
と
、
そ
の
戦
争
ゆ
え
に

も
た
ら
さ
れ
た
内
外
す
べ
て
の
犠

牲
者
に
、
痛
切
な
反
省

の
意
を
表

し
、
心
か
ら
の
お
詫
び
の
気
持
ち

を
表
明

（
１
９
９
５
年
８
月
１５
日

―
村
山
談
話
）
し
た
、
時
の
首
相
、

村
山
富
市
さ
ん
の
旅
立
ち

（２
０

２
５
年
１０
月
１７
日
１

１
０
１
歳
）

は
、
民
主
主
義
が
確
か
な
生
命
と

し
て
息
つ
い
て
い
た
ひ
と
つ
の
時

代
の
経
焉
を
告
げ
ら
れ
た
よ
う
で

言
葉
な
く
辛
＜
悲
し
い
。

２
０
２
２
年
に
さ
さ
や
か
な
記

念
行
事
の
な
か
で
４０
周
年

の
歩
み

を
振
り
な
え

っ
た
“
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ブ

ー
ー

，
も
、
は
や
４４
年
目
の
歩

み
に
は
い

っ
た
。
ま
さ
に
。
光
陰

矢
の
如
し
，
で
あ
る
。

Wfrfr,:t77 t-'?:! 7i--A^-, LrRL hLtp://ws. barrierfree machida. com/
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町田市原町口 4-24-6せりがや会館内
T[t042-721-5721  Moil , mcdhcbOソ ahoo.co.jp
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